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公共施設太陽光発電設備等導入可能性調査業務 

【施設名：中部浄化センター】 

現地調査 タイムテーブル・ヒアリング票 

1. 現地調査の目的 

本市は、「大和市地球温暖化対策実行計画」において「2050年カーボンニュートラル社会の実現」

を目標に掲げています。カーボンニュートラル社会の実現には、太陽光発電設備設置の拡大を推進

する必要があります。本現地調査では、市が保有する施設への太陽光発電設備の導入可能性等の調

査に際し、各施設の導入可能範囲や既存の受変電設備等について現地調査を実施するものです。 

 

2. 現地調査の概要 

(1) 所要時間 

現地調査の所要時間は概ね 1時間程度です。 

 

所要時間 内容 備考 

10分 概要説明・ヒアリング 概要説明、ヒアリングを実施いたします。 

30～60分 

太陽光発電候補地（屋上等）の確認 

受変電設備（電気室）の確認 

主要エリアの確認 

屋上・電気室の鍵のご準備をお願いしま

す。確認の際は、終始ご同席いただく必要

はございません。 

10分 調査後ヒアリング 
ご担当者様のお時間に余裕がある場合の

み実施予定。 

 

(2) 調査対象箇所 

現地調査の対象箇所は以下の通りです。 

➢ 建築物屋上等の太陽光発電設備導入可能エリア ※鍵のご準備をお願いします。 

➢ 駐車場等の太陽光発電設備導入可能エリア 

➢ その他太陽光発電設備導入可能エリア 

➢ 受変電設備（電気室等） ※鍵のご準備をお願いします。 

➢ 各施設の主要エリア（会議室、事務室等の空調・照明） 
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3. ヒアリングの内容 

施設の稼働状況等について、簡単なヒアリングを実施します。内容は下記のとおりです。 

□施設の稼働状況（施設の稼働時間、休館日等） 

施設の稼働時間：24時間稼働 

休館日（定休日）：なし 

 

□電気の利用状況：雨天時多い。季節変動はなし。 

 

□太陽光発電設備の導入候補地の状況 

 （例：屋上を利用しているので太陽光発電設備の設置は困難 など） 

 （例：未利用地は駐車場として利用しているので太陽光発電設備の設置は困難 など） 

 （例：駐車場はバス・トラックが進入するので、カーポート型太陽光の設置は困難 など） 

→竣工時から防水工事をしていないため、実施する必要あり。 

→未利用地はなし。屋上屋根が望ましい。 

 

□屋上防水工事、受変電設備の直近の改修実績・予定 

 （例：屋上防水工事を〇〇年に更新済み／〇〇年に更新予定 など） 

 （例：エアコン増設に伴い変圧器を〇〇年に更新済み／〇〇年に更新予定 など） 

→平成 30年に受変電設備更新工事をしている。 

→竣工年は、昭和 44年 

 

□照明・空調設備の改修実績・予定 

 （例：照明設備を〇〇年に LED化済み／〇〇年に LED化予定 など） 

 （例：エアコンを〇〇年に更新済み／〇〇年に更新予定 など） 

→照明：LED化計画中。人がいる場所のみ LED化済み 

→空調：H30年に耐震工事と一緒に改修済み。 

 

□その他、太陽光発電設備を設置するにあたっての留意事項 

 （例：住戸が隣接して立地するため反射光の影響が懸念 など） 

 （例：指定管理者による管理となっており電気代は指定管理者が支払っている など） 

・管理本館:雨漏りあり。防水工事と同じタイミングであれば可能である。 

・B系水処理：開放中 

・新 A系：耐震、防水の必要性あり 

・沈砂池・雨水：築年数 10年未満 

・塩素：来年に防水工事予定あり 

・希望としては、管理本館（防水とセット）、沈砂池または塩素、カーポートが望ましい。 

4. 調査実施者（業務委託先）・お問い合わせ先 

株式会社 建設技術研究所 東京本社 資源循環・エネルギー部 

吉川 実玖 電話番号：03-3668-1309 mail：mk-yoshikawa @ctie.co.jp 
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